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一文京区役所発行 －

世帯と人口
( 8月1「！現在）
ム印前月比減

世帯 95,329 
（ム303)

人口 227,994
（ム426)

男 ・113,219
女 ・114,775
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あ
な
た
の
人
権
を
守
り
ま
し

人
権

皆
さ
ん
は
毎
日
宅
福
な
生
活
を
送

る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
そ
の
幸
福
な
生
活
を
営
む
た

め
に
は
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
人

権
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
と
他
人
の
人
権
を
も
守
る

基
本
的
人
権
は
、
人
間
が
人
間
と

し
て
生
活
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
も

の
で
、
社
会
の
協
同
生
活
上
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
人
権
に
つ
い
て

自
己
の
権
利
と
し
て
守
り
育
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
共
に
、
他
人
の
人

権
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
侵
さ
な
い
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
を
守
る
機
関

国
で
は
国
民
の
人
権
を
守
る
機
関

あなたの人権はまもられる

ぢ芝二二

ズ~

4食

よ、っ

． 
身

の

上

相

談

と
し
て
、
法
務
省
に
人
権
擁
護
局
を

設
け
、
東
京
地
区
に
東
京
法
務
局
人

権
擁
護
部
を
お
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
他
、
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人

権
擁
護
委
員
が
全
国
の
区
市
町
村
に

お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

文
京
区
に
は
四
人
の
委
員
が
お
り

区
民
の
方
々
の
人
権
を
守
る
た
め
に

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

人
権
擁
穫
養
員
の
仕
事

人
権
擁
護
委
員
は
、
被
害
者
を
守

る
た
め
に
次
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

お
り
ま
す
。

マ
人
権
思
想
の
普
及
啓
発
宣
伝

人
権
思
想
に
勺
い
て
よ
く
知

つ
で

い
な
い
人
々
に
、
人
権
の
尊
さ
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
で
啓
発
活
動
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

マ
人
権
侵
害
事
件
の
調
査
処
理

被
害
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
と

き
は
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す

マ
そ
の
他

人
権
が
侵
害
さ
れ
訴
訟
を
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
、
訴
訟
費
用
が
出
せ

な
い
人
に
は
、
委
員
の
中
の
弁
護
士

で
構
成
さ
れ
て
い
る
訴
訟
援
助
委
員

会
で
、
そ
の
事
件
の
内
容
に
よ
り
訴

訟
を
援
助
し
、
人
権
擁
護
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
絞
を

自
分
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き

は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

マ
公
務
員
に
よ
る
人
権
侵
害

マ
個
人
や
集
団
等
か
ら
の
暴
力

マ
名
誉
、
信
用
等
の
侵
害

マ
家
庭
内

（老
人
に
対
す
る
虐
待

嫁
い
び
り
、
継
子
い
じ
め
）
や
、

隣
り
近
所
の
も
め
ご
と

マ
借
地
・
借
家
や
金
銭
的
問
題
な
ど

で
、
基
本
的
人
権
を
侵
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
泣
き
ね
入

り
を
す
る
こ
と
な
く
人
権
擁
護
委

員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
性
別
、
身
分
、
財
産
の

有
無
に
よ
る
差
別
は
一
切
な
く
、
厳

正
公
平
に
解
決
を
図
り
ま
す
。
ま
た

被
害
者
の
身
元
や
内
容
は
厳
重
に
秘

密
を
守
り
、
人
権
擁
護
の
た
め
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

文
京
区
の
相
絞
日

行

v
日
時

毎
月
第
三
月
曜
日

‘ 

午
後
一
時
！
四
時

マ
場
所
区
役
所
別
館
二
階
相
談
室

マ
費
用
無
料

文
京
区
の
人
権
擁
護
委
員

O
石
田
寅
雄
本
駒
込
六
｜

一－
｜
十

九

告
知
二
三
六
六

区
民
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
ゆ

制
私
は
六
十
五
才
の
老
人
で
す
が

ま
だ
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

区
役
所
で
あ

っ
せ
ん
を
し
て
く
だ

さ
い
。

働
区
で
は
就
職
の
あ

っ
せ
ん
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
東
京
都
で
は
次
の

場
所
で
中
高
年
令
者
の
就
職
相
談
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
高
令
者
無
料
職
業
招
介
所

文
京
区
小
日
向
四
ー

一
l
六

（東

京
都
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

合
制
六
五
三
六
l
八

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
年
配
者
セ
ン
タ
ー

（五
反
田
公
共
職
業
安
定
所
内
）

宮
川町

一
六

一
四

・
東
京
人
材
銀
行

千
代
田
区
有
楽
町

（東
京
都
交
通

会
館
内
）

合

m
一
九
九
六
！
八

制
老
人
同
志
が
集
ま
れ
る
会
館
、

・F

0
小
堀
満
馬

十湯小湯
三 島石島
台 五 宮 川 合 四
( 811) I ( 811）五 （811) I 
三 二八｜ 三三
ぺ十八 二 QI
三 九九｜ 三 四
六 10九肉

O
松
林

考

O
今
井
大
彰

老
人
ク
ラ
ブ
を
数
多
く
設
慰
問
し
て

く
だ
さ
い
。

働
文
京
区
で
は
お
と
し
よ
り
の
方
々

の
い
こ
い
の
場
と
し
て
、
区
内
六
カ

所
に
寿
会
館
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

会
館
に
は
風
呂
も
あ
り
、
お
と
し
よ

り
の
方
が
話
し
合
っ
た
り
歌
を
う
た

い
踊
っ
た
り
、
碁
、
将
棋
な
ど
を
し

て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
仲
間
の

人
が
集
ま
り
、
各
穐
の
催
し
も
の
や

話
し
合
い
な
ど
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
ほ
か
に
文
京
医
話
し
合
い
員

制
度
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
寿
会
館
の
こ
と
〉

厚
生
部
作
均
点
結
設
作
理
係

合
仰
七

一一

一
向
捌
二
九
三

〈
老
人
ク
ラ
ブ
、
話
し
合
い
員
制
度

の
こ
と
〉

厚
生
部
福
祉
課
援
護
係

合
加
七
一
一
一
肉
捌
二
九
七
ヘ

• 

2 
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• 
公
害
を
な

• 

く

そ

う
③

か
自
動
車
排
出
ガ
ス
4

一一、九
O
O！
四
、
二

0
0始
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
人
体
に
影
響
す
る
大

気
中
の
一
酸
化
炭
素
漫
度
は
一

0
1

三
O
P
P
M
で
、
時
間
感
覚
が
ず
れ

る
な
ど
の
症
状
を
示
し
、
六

O
P
P

M
以
上
の
と
こ
ろ
に
い
る
と
自
覚
症

状
が
現
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

窒
素
酸
化
物
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の
完

全
燃
焼
に
よ
り
多
く
発
生
す
る
と
い

う
特
殊
な
条
件
を
も
っ
て
お
り
、
し

か
も
炭
化
水
素
と
と
も
に
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
発
生
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す。
鉛
化
合
物
は
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
の
性
能
を
高
め
る
た
め
、

ガ
ソ
リ
ン
に
混
入
さ
れ
て
い
る
四
エ

チ
ル
鉛
か
ら
生
じ
ま
す
。
燃
焼
に
よ

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
に

は
一
酸
化
炭
素
、
窒
素
酸
化
物
、
炭

化
水
素
、
鉛
な
ど
が
混
入
し
て
お
り

そ
れ
ぞ
れ
が
大
気
汚
染
の
原
因
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

一
酸
化
炭
素
は
燃
料
の
不
完
全
燃

焼
に
よ
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
、
自

動
車
の
種
類
と
と
も
に
走
行
状
態
に

よ
っ
て
も
大
き
く
支
配
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
風
速
、
道
路
巾
、
周
囲
建

造
物
な
ど
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
道
路
巾
の
広
い
春
日

町
交
差
点
で
は
、
五
・
一

P
P
M
（交

通
量
四
、
八

O
O
i六、
0
0
0始）、

道
路
巾
が
比
較
的
狭
く
、
交
通
渋
滞

度
が
高
い
と
み
ら
る
れ
白
山
上
交
差

点
で
は
一

O
、
O
P
P
M
（
交
通
量

家屋のーせい調査を

実施中です

文
京
税
務
事
務

所
で
は
、
七
月
か

ら
来
年
三
月
ま
で

の
問
に
、
次
の
地

械
の
家
屋
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
す

ご
部
地
域
実
施

中）
こ
の
調
査
は
家

屋
の
新
築
、
増
築
、
改
築
な
ど
、
家

屋
の
異
動
を
し
ら
べ
る
も
の
で
す
。

調
査
員
が
う
か
が
っ
た
と
き
に
は

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
調
査
区
域

大
塚
三
丁
目
！
六
丁
目

関
口
一
丁
目
！
三
丁
目

目
白
台
二
丁
目
・
三
丁
目

小
石
川
五
丁
目

っ
て
混
入
し
た
鉛
の
七

0
1八
O
%

は
大
気
中
に
放
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の

一
部
が
空
気
等
を
と
お
し
て
人
体
に

蓄
積
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
都
と
区
で

は、

一
、八
O
O
∞
以
上
の
ガ
ソ
リ
ン

乗
用
車
と
一
、
五

O
O∞
以
上
の
プ
ロ

パ
ン
乗
用
車
に
ア
フ
タ
ー
バ
ー
ナ
ー

（
触
煤
式
）
の
取
付
け
を
所
有
者
に

勧
告
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
装
置
は

一
酸
化
炭
素
、
炭
化
水
素
を
除
去
し
、

し
か
も
窒
素
酸
化
物
の
増
加
が
な
く

さ
ら
に
鉛
の
除
去
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
。自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
ア
フ

タ
ー
バ
ー
ナ
ー
の
取
付
に
ご
協
力
願

う
と
と
も
に
、
定
期
点
検
整
備
を
実

行
す
る
こ
と
と
、
鉛
分
の
少
な
い
ガ

ソ
リ
ン
を
使
用
し
て
公
害
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

千
石
三
丁
目
・
四
丁
目

千
駄
木
五
丁
目

家
屋
を
新
築
、
増
改
築
し
た
と
き

は
、
早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
京

税
務
事
務
所
固
定
資
産
税
課
（
家
屋

主
査
）

告
側
三
一
一
四
一
個
二
五
ヘ

可砂道
路
の
公
共
測
量
を

行
な
い
ま
す

区
で
は
、
新
し
く
道
路
台
帳
と
地

下
埋
設
物
台
帳
を
作
成
す
る
た
め
、

今
年
か
ら
五
年
計
画
で
区
内
の
道
路

の
測
量
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
道
路
行
政
の
効
果
を
高

め
、
埋
設
物
の
位
置
や
種
類
等
を
適

確
に
知
り
、
あ
わ
せ
て
区
民
の
皆
さ

ん
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
行
な
う

も
の
で
す
。

測
量
作
業
は
委
託
事
業
で
す
が
、

担
当
者
に
は
区
で
発
行
し
た
身
分
証

明
書
を
携
行
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
測
量
区
域
は
道
路
部
分
と
道
路

の
両
端
部
よ
り
約
五
メ
ー
ト
ル
前
後

の
範
囲
に
お
よ
び
ま
す
の
で
、
場
所

に
よ
っ
て
は
宅
地
等
に
立
ち
入
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
際
は
関
係
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
部
管
理

課
計
画
係

g
m
七
一
一
一
内
閣
三
六

一
、
一
二
六
二
ヘ
。

当
面
の
測
量
期
間
と
地
域

マ
作
業
期
間

四
十
六
年
十
月
初
旬
か
ら
四
十
七

年
三
月
下
旬
ま
で

’ 

マ
測
量
地
域

千
駄
木
一
！
五
丁
目
向
丘
一
、

二
丁
目
白
山
一
丁
目
西
片
一

二
丁
目
弥
生
一
、
二
丁
目
、

本
郷

一
！
六
丁
目
湯
島
一
！
四

丁
目
恨
津
て
二
丁
目

九
月
定
例
区
議
会

加
日
か
ら
開
会

昭
和
四
十
六
年
第
三
岡
東
京
都
文

京
区
定
例
医
議
会
は
、
補
正
予
算
案

な
ど
符
稲
川
議
案
を
溝
泌
す
る
た
め
、

九
月
二
十
日
か
ら
十
月
四
円
ま
で
（
会

期
十
五
日
間
）
、
次
の
日
程
に
よ
り

附
か
れ
ま
す
。

九
月
二
十
日

二
十

一
日

二
十
二
日

一7
r
三
日

本
会
議

文
教
委
員
会

建
設
委
員
会

厚
生
委
日
会

議
会
運
常
調
台
特

別
委
員
会

特
別
区
制
調
責
特

別
委
員
会

交
通
公
害
調
査
対

策
特
別
委
員
会

一十
九

n
l
一－Z
t円

総
務
医
民
委
員
会

各
種
委
員
会

各
種
閣
は
事
会

本
会
汲

二
十
五
日

ー卜
七
fl 

二
十
八
日

十
月

一
日
二
日
四
日
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10'' 
年／／

年H
金H
のII
支H
給H
はII
じII
ま／／

的
歳
に
な

っ
た
ら

請

求

手

続

き

を

明
治
三
十
九
年
四
月
二
円
か
ら
同

四
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
か
け
金
を
十
年
間
納
め
た

方
に
、
老
齢
年
金
（
十
年
年
金
）
の

支
給
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
受
給

資
格
の
六
十
五
歳
に
な
っ
た
弘
、
す
ぐ

に
国
民
年
金
課
で
請
求
手
続
き
を
・
お

と
り
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
年
金

手
帳
と
印
か
ん
が
必
要
で
す

ま
た
、
十
年
年
会
品
に
加
入
し
て
い

た
方
で
、
途
中
か
ら
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
な
ど
他
の
年
金
制
度
に
加
入

し
た
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
あ

わ
せ
て
十
年
に
な
れ
ば
、
六
十
五
歳

か
ら
通
算
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。該
当
す
る
方
は
前
記
の
窓
口
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い

。

い
ま
な
ら
納
め
ら
れ
ま
す

2
年
以
上
か
け
金
を
未
納
の
方

国
民
年
金
は
、
加
入
し
た
と
き
の

年
齢
に
よ

っ
て
か
け
金
を
納
め
る
期

間
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、
た
と
え

一

ー色

るη

カ
月
で
も
お
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
、
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

こ
の
未
納
期
間
の
か
け
金
は
、
ふ

つ
う
二
年
た
つ
と
以
後
納
め
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
四
十

七
年
六
月
三
十
日
ま
で
は
特
別
取
扱

い
期
間
と
し
て
、
二
年
以
上
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
国
民
年
金
手
帳
を
よ

く
お
確
か
め
の
う
え
、
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

．お
早
め
に
銀
行
か

郵
便
局
へ
お
納
め
く
だ
さ
い
。
か
け

金
は
一
カ
月
四
百
五
十
円
で
す
。

、

加

算

年

金

で

老

後

を

豊

か

に

国
民
年
金
に
は
、
よ
り
高
い
年
金

を
お
望
み
の
方
の
た
め
に
加
算
年
金

の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
な
ら

ば
、
ど
な
た
で
も
お
は
い
り
に
な
れ

ま
す
（
た
だ
し
、
か
け
金
を
免
除
さ

れ
て
い
る
方
や
五
年
年
金
の
加
入
者

を
除
き
ま
す
。

か
け
金
は
通
常
の
か
け
金
（
四
百

五
十
円
）
と
合
わ
せ
て
八
百
円
。
加

算
さ
れ
る
年
金
額
は
百
八
十
円
に
加

算
年
金
の
か
け
金
を
納
め
た
月
数
を

か
け
て
計
算
し
ま
す
。
た
と
え
ば
通

常
分
、
加
算
分
と
も
に
二
十
五
年
間

納
め
た
場
合
の
年
金
額
は
、
年
額
十

五
万
円

（
通
常
分
の
み
の
場
合
は
九

万
六
千
円
）
で
す
。

。
お
申
込
み
は
国
民
年
金
手
帳
と
印

か
ん
を
お
持
ち
に
な
り
、
国
民
年
金

担
当
課
（
係
）
ヘ
。

マ

ツ

無 サ
料

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

行
な
わ
れ
る
老
人
福
祉
週
間
の
一
環

と
し
て
、
区
で
は
、
区
内
鍛
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
寿
会

館
、
区
民
会
館
で
次
の
日
程
に
よ
り

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
六
十
五

才
以
上
の
方
で
、
ご
来
館
の
際
に
は

必
ず
「
寿
手
帳
」
等
を
・
お
持
ち
に
な

っ
て
受
付
け
ヘ
提
示
し
て
く
だ
さ
い

マ
九
月
十
四
日
側

根
津
寿
会
館
西
原
寿
会
館

円

v
九
月
十
七
日
制

湯
島
会
館
音
羽
会
館

マ
九
月
二
十
二
日
附

向
丘
寿
会
館
白
山
南
寿
会
館

マ
九
月
二
十
五
日
出

白
山
寿
会
館

4’ 

ジサ

ビ

ス

マ
九
月
二
十
九
日
同

駒
込
会
館
磯
川
寿
会
館

（
寿
会
館
以
外
の
音
羽
、
湯
島
、

駒
込
会
館
は
、
各
出
張
所
の
二
階

に
あ
る
区
立
会
館
で
す
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
が
、
施
術
時
間

の
関
係
か
ら
、
受
付
け
時
間
は
午
後

四
時
で
締
め
切
り
ま
す
。

な
お
、
お
ひ
る
時
間
三
十
分
程
、

昼
食
の
た
め
休
憩
し
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会

の
各
種
催
し

九
月
十
五
日
か
ら
の
老
人
福
祉
週

間
の

一
環
と
し
て
、
文
京
区
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
行
事

• 

を
行
な
い
ま
す
。

〈
縁
に
鰻
し
む
集
い
〉

九
月
二
十
八
日
側
午
前
八
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
埼
玉
県
加
須
市
「
む

さ
し
の
村
L

に
区
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
を
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。

〈
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
〉

十
月
十
五
日
制
正
午
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
区
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

各
老
人
ク
ラ
プ
の
民
謡
踊
、
詩
吟
等

を
行
な
い
ま
す
。

〈
囲
碁
・
将
棋
大
会
〉

十
月
二
十
一
日
附
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
、
白
山
寿
会
館
に
お

い
て
寿
会
館
に
登
録
し
て
い
る
方
と
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
に
よ
る
囲
碁
、

将
棋
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
な
い

ま
す
。
（
賞
品
、
参
加
賞
が
出
ま
す
）

〈
敬
老
祝
晶
贈
呈
〉

九
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
の
問
に

老
人
福
祉
法
、
生
活
保
護
法
の
給
付

を
受
け
て
い
る
六
十
五
才
以
上
の
方

お
よ
び
、
こ
れ
に
準
ず
る
同
年
令
の

い
る
ご
家
庭
と
各
施
設
ヘ
祝
品
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

〈
老
人
福
祉
は
が
き
の
発
送
〉

九
月
中
旬
頃
、
区
立
小
川
学
校
、
文

京
区
婦
人
団
体
連
結
協
議
会
に
お
願

い
し
て
「
老
人
福
祉
は
が
き
L

三
万

枚
を
お
と
し
よ
り
の
方
に
お
た
よ
り

い
た
し
ま
す
。

‘ 
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警
察
庁
や
讐
視
庁
の
調
査
報
告
に

よ
る
と
、
こ
の
二
、
三
年
来
、
成
人
の

犯
罪
は
減
少
し
、
逆
に
青
少
年
の
犯

罪
が
増
加
し
て
き
で
お
り
、
そ
の
数

は
成
人
の
ほ
ぼ
二
倍
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
一
時
減
り
つ
つ
あ

っ
た
シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
乱
用
少
年

の
数
が
最
近
ま
た
著
し
く
多
く
な
っ

て
お
り
、
昨
年
中
に
都
内
で
補
導
さ

れ
た
少
年
（二
十
歳
未
満
）
は
九
千
九

百
六
十
七
人
、
文
京
区
内
で
は
二
百

二
十
八
人
お
り
、
四
人
の
う
ち

一
人

は
非
行
に
走
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
、

乱
用
に
よ
る
死
亡
者
は
昨
年
末
ま
で

に
都
内
で
八
十
二
人
、
全
国
で
は
四

百
四
人
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
で
、
そ
の
乱
用
の
動
機
を
み
る

と
、
一
般
的
に
い
っ
て
仲
間
に
さ
そ

わ
れ
、
あ
る
い
は
新
聞
な
ど
の
記
事

に
刺
激
さ
れ
て
、
面
白
半
分
に
試
み

た
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、
青
少
年

特
有
の
好
奇
心
、
冒
険
心
が
そ
の
心

理
的
動
機
と
な
っ
て
い
る
亭
フ
で
す
。

シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
は
第
二
あ
る

い
は
第
三
の
麻
薬
と
も
い
わ
れ
て
い

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
の
乱
用
を
防
止
し
よ
う
（そ
の
一

）

昭和46年9月10日

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
使
用
目
的

を
誤
っ
て
乱
用
す
る
場
合
の
こ
と
で

す
。
少
年
の
聞
に
そ
の
風
潮
が
あ
ら

わ
れ
は
じ
め
て
か
ら
、
す
で
に
数
年

た
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
心
身
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
は
各
方
面
の
実
験

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
乱

用
の
恐
ろ
し
き
が
つ
ぶ
さ
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
が
か
ら
だ
に

悪
い
こ
と
は
、
誰
よ
り
も
乱
用
少
年

自
身
が
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
警

視
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
乱
用
少
年

の
八
十
六
%
の
も
の
が
「
か
ら
だ
に

悪
い
L

と
一
応
答
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
彼
等
が
本
当
に
そ
の
恐
ろ
し

き
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問

で
す
。
吸
引
を
く
り
か
え
し
て
い
る

と
、
や
が
て
必
ず
ノ
ド
が
痛
い
、
ツ

バ
が
や
た
ら
に
出
る
、
ひ
ど
く
水
が

飲
み
た
い
と
い
っ
た
症
状
が
あ
ら
わ

れ
、
顔
色
は
次
第
に
ド
ス
黒
く
な
り
、

自
の
色
に
生
気
が
な
く
な
り
、
さ
ら

に
食
欲
不
振
、
悪
感
、
頭
痛
、
ま
れ

に
は
者
く
し
て
神
経
痛
な
ど
の
症
状

‘ 
に
な
や
ま
さ
れ
て
い
る
も
の
さ
え
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
常
習
的
に
吸
引
し
て
い
る
と
、

中
枢
神
経
を
お
か
さ
れ
、
自
制
心
も

理
性
も
失
い
、
道
徳
感
も
マ
ヒ
し
て

非
行
に
走
り
、
そ
の
果
て
は
廃
人
同

様
と
な
り
、
死
ぬ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
乱
用
少
年
の
心

身
が
次
第
に
む
し
ば
ま
れ
て
い
く
こ

と
を
考
え
る
と
き
、
ま
た
、
そ
れ
ら

の
少
年
の
す
べ
で
が
、
自
分
を
失
い
、

こ
と
さ
ら
社
会
を
忘
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
思
い
を
よ
せ
る
と
き
、

シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
の
問
題
は
放
置
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
社
会
問

題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

去
る
八
月
下
旬
、
区
民
セ
ン
タ
ー

は
じ
め
区
内
の
四
会
場
で
シ
ン
ナ
ー

等
の
問
題
を
中
心
と
し
て
「
映
画
と

懇
談
の
集
い
」
が
区
青
少
年
問
題
協

議
会
、
管
内
警
察
署
、
青
少
年
対
策

地
区
委
員
会
、
青
少
年
補
導
連
結
会

の
共
催
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場

と
も
多
数
の
参
加
を
得
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
熱
心
に
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
青
少
年
の
非
行
防
止
、
特
に
シ

ン
ナ
ー
禍
の
絶
滅
に
区
民
の
方
々
の

幅
広
い
協
力
が
え
ら
れ
る
ご
と
に
な

っ
た
こ
と
は
誠
に
心
強
い
次
第
で
す

ご
承
知
の
と
お
り
、
シ
ン
ナ
ー
や
接

着
剤
は
日
常
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る

． 生
活
必
需
品
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
軽

く
み
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
本
来

の
使
い
方
を
誤
っ
て
乱
用
す
る
と
、

取
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
危
険
な
結

小
石
川
保
健
所
で
は
、
秋
の
定
期

予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

す。
接
種
種
目
お
よ
び
該
当
者

ω一
種
痘
第
一
期
、
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風

混
合
第
一
期
、
急

種

性
灰
白
髄
炎
（
小

E
C

児
マ
ヒ
）
一
回
自

主
張
昭
和
四
十
六
年
一

防

月

一
日
か
ら
三
月

．

三
十
一
日
ま
で
の

一
り

一
ヨ

出

生
者
。

一
よ

一
明

た
だ
し
、
種
痘

一
2
・
－
1aF
は
昭
和
四
十
五
年

ト
円

一
定

士
一
月
一
白
か
ら

ゆ

一
〉

昭
和
四
十
六
年
三

a目
じ

月
三
十
一
日
ま
で

保

次

の
出
生
者

ー

；

ω急
性
灰
白
髄
炎

（
小
児
マ
ヒ
）
一
一

回
目

昭
和
四
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
出
生
者

日
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
混
合
第

一
期

． 
果
を
招
く
と
い
う
こ
と
を
十
分
認
識

し
て
、
シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
は
断
じ

て
や
め
ま
し
ょ
う
、
や
め
さ
せ
ま
し

よ
ろ
ノ
O

昭和四十五年一月一日から六

月三十日までの出生者

マ料金無料

該当者には通知いたしました

が、通知書が届かなかったり、

もれた方は小石川保健所告側五

六五六ヘご連結ください。

~ 
ジフテリア 種 混 fl 痘 ジフテリア ジフテリ7 念性灰白‘炎
百日せき湛合

媛
4・織 • 百日ぜき混合 百日せき混合 生ワクチン制釦弘 般畑. 破傷風

（第lM姐自） (111111) ｛第1期｝ （第1悶銅目） （第211) (II・2司自）

小石川偉・所 9 /28（火） 10/ 5 （火） 10I12（火） 11 I 9 （火） 11I16（火） 11I30（火）

期化小学校 9 /29（水）10/ 6 （水） 10I13（水） 11) 10（水） 11I17（水） 12/ 1 ｛水）

1『柳小学佼 9 I 30（木） 10/ 7（木） 10/ 14（木） 11/11（木） 11I18（木） 12/ 2 （木）

州 II掛金銭 10/ 1 ｛金） 10/ 8 （金） 10 I IS（金） 11/ 12（金）11I19（金） 12/ 3 （金）

. 受付時間 午後2時～3時まで

※
本
郷
保
健
所
管
内
に
つ
い
て
は
、

丸
月
下
旬
頃
実
絡
の
予
定
で
す
。
な

お
、
骸
当
者
に
は
通
知
い
た
し
ま
す

5 



5 7 0号昭和46年9月10日

五
年
以
内

（
据
置
期
間
六
カ
月
を
含
む
）

・
利

率

年
三

・
六
五
%

据
置
期
間
中
は
無
利
子

．
返
済
方
法

・
区
民
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
四
十
七
年
六
月
か
ら
月
賦
返
済

た
だ
し
、
免
税
の
人
は
さ
し
っ
か

連
帯
保
鉦
人
の
資
格

え
あ
り
ま
せ
ん
0

・
区
内
に
引
続
き

一
年
以
上
居
住
し

・
連
帯
保
証
人
を

一
名
依
頼
で
き
る
区
議
会
議
員
の
選
挙
権
が
あ
る
方

方

・
定
ま

っ
た
職
業
が
あ
り
、
独
立
し

貸
付
け
額
と
返
済
方
法

た
生
活
を
し
て
い
る
世
帯
主

－
貸
付
け
額

・
区
民
税
を
完
納
し
て
い
て
、
保
証

一
世
帯

三
十

万

円

以

内

能

力

が

あ

る

こ

と

－
貸
付
け
期
間

・
生
業
資
金
借
受
者
の
連
帯
保
証
人

生

業

資

金

の

貸

付

け

受
付
9
月
幻
日

i
m月
9
日

区
で
は
、
四
十
六
年
度
第
二
回
の

生
業
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
な
い
ま

す
。借
り
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
：

・
区
内
に
引
続
き

一
年
以
上
居
住
し

区
議
会
議
員
の
選
挙
権
が
あ
る
方

．
借
受
金
は
す
ぐ
に
事
業
に
利
用
で

き
、
主
と
し
て
こ
れ
に
よ
る
職
業

に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
る
方室

栄

養

小
石
川
保
健
所
管
内

マ
円
時
十
月
十
三
日
州
か
ら
十

一

月
十
七
日
附
ま
で
の
毎
週
水
胞
日

（十

一
月
二
日
の
み
火
曜
日
）

午
後
一
時
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で

マ
場
所
小
石
川
保
健
所

マ
対
象
小
石
川
保
健
所
管
内
在
住

在
勤
者

（男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

マ
募
集
人
員
二
十
五
名
（
申
込
順
）

マ
受
講
料

三
百
円

（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）

ヲ‘

マ
申
し
込
み
方
法

九
月
十
六
日
附
か
ら
受
講
料
と
印

か
ん
を
ご
持
参
の
う
え
、
小
石
川

保
健
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

マ
内
容
や
さ
し
い
栄
養
学
皆
さ

ん
と
公
衆
衛
生
身
近
か
な
食
品

衛
生
栄
養
と
病
気

ほ
か

。
お
問
い
合
わ
せ
は
小
石
川
保
健

所
合
的
五
六
五
六
ヘ
。

本
郷
保
健
所
管
内

マ
円
時
九
月
三
十
日
附
か
ら
十
一

月
四
日
附
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

午
後

一
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で

マ
場
所
本
郷
保
健
所

マ
対
象
本
郷
保
健
所
管
内
在
住
、

在
勤
者
（
男
女
を
聞
い
ま
せ
ん
）

マ
募
集
人
員
一

O
O
名
（
申
込
順
）

マ
受
講
料
三
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）

マ
申
し
込
み
方
法

九
月
二
十
日
間
か
ら
二
十
九
日
附

ま
で

（円
眠
、
祝
日
は
除
く
）
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
に

受
講
料
を
添
え
て
、
本
郷
保
健
所

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
内
容
や
さ
し
い
栄
養
学
皆
さ

ん
と
保
健
所
台
所
の
衛
生
食

品
公
害
調
理
科
学
、
ほ
か

。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
郷
保
健
所

g
m
五

一
O
六
へ

。

• 

に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

マ
受
付
期
間

九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
九
日
ま

で
O
受
付
け
場
所
と
お
問
い
合
わ
せ
は

厚
生
部
管
理
諜
庶
務
係

g
m
七

一一

一
向
制
二
九

て

二

九
二
ヘ
。

中
学
校
卒
業
程
度

認

定

試

験

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
病
弱

肢
体
不
自
由
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り

義
務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
方

を
対
象
に
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
認

定
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

マ
願
書
受
付
期
間

九
月
十
六
日
州
！
十
月
十
五
日
制

マ
受
付
場
所

都
教
育
庁
学
務
部
義
務
教
育
課

（千
代
田
区
丸
の
内
三
l
八
）

マ
試
験
日
十

一
月
二
十
六
日
制

午
前
十
時
！
午
後
三
時
四
十
分

マ
試
験
場

東
京
都
立
教
育
研
究
所

（目
黒
区
目
黒

一
1
一
ー
十
四
）

マ
試
験
科
目
国
語
社
会
数
学

開
科
外
国
語

。
詳
し
く
は
、
東
京
都
教
育
庁
学
務

部
義
務
教
育
課
信
仰
二
七
七
四
へ

。

• 

。
理
事
会

八
月
十
六
日
、
次
の
議
案
に
よ
り

審
議
を
行
な

っ
た
。

マ
評
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
委
嘱

替
に
つ
い
て

マ
「
老
人
福
祉
週
間

一
行
事
の
実
施

に
つ
い
て

マ
評
議
員
会
の
期
日
に
つ
い
て

（九

月
十
七
円
に
決
定
）

マ
会
務
現
況
報
告

。
険
帯
更
正
資
金
貸
付
調
査
委
員
会

八
月
十
六
日
開
催
。
貸
付
決
定
件

数
三
件
（
生
業
、
住
宅
、
療
養
各

一

件
）
〈
寄
宅
金
〉

（八
月
分
）

金
六
宵
円
区
内
主
婦
。

〈
寄
宅
品
〉

（八
月
分
敬
称
略
）

お
人
形
セ

ッ
ト
、
子
供
用
単
行
本
本

郷
一二
l
l
四
駒
高
品
子
。

賛
助
会
員
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

文
社
協
は
、
恵
ま
れ
な
い
方
々
の

援
護
と
地
域
福
祉
向
k
の
た
め
、
区

民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
各
種

事
業
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

仕
事
に
区
民
の
皆
さ
ム
の
ご
参
加
を

願
う
た
め
、
賛
助
会
員

（会
費
年
額

一
口
千
円
）
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

O
お
申
し
込
み
は
、
文
京
区
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
企

m
三
O
四
O
ヘ

． 
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区
内
史
跡
め
ぐ
り

か徳
川
家
婦
人
た
ち
の

ゆ
か
り
を
訪
ね
て
。

区
教
育
委
員
会
で
は
、
「
区
内
史

跡
め
ぐ
り
」
を
次
の
要
領
で
開
催
い

た
し
ま
す
。

マ
日
時
十
月
十
三
日
刷

午
前
八
時
三
十
分
反
役
所
前
集
合

午
後
四
時
区
役
所
前
解
散
予
定

（
雨
天
の
と
き
は
中
止
し
ま
す
）

マ
定
員
一

O
O名

（
定
員
を
こ
え
た
と
き
は
抽
せ
ん
）

マ
参
加
料
無
料
。

マ
乗
り
物
観
光
パ
ス
二
台

灯

年

度

文

京

区

奨

経
済
的
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
ヘ

進
学
、
ま
た
は
修
学
が
困
難
な
生
徒

に
対
し
て
、
区
で
は
次
の
要
領
で
奨

学
資
金
を
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

マ
募
集
期
間

十
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

マ
資
格
川
区
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

ω経
済
的
理
由
に
よ
り
進
学
ま
た

q’qe$368gq’qvoeqgg申
8
3
5
s
o－s
o
g喧
8
8
5
0
e
$
3
8
2
5

マ
償
還
方
法

一
年
据
置
き
の
後
、
十
五
年
以
内

に
均
等
で
年
賦
、
半
年
賦
、
月
賦

の
う
ち
い
ず
れ
か
で
償
還

な
お
、
貸
付
金
は
無
利
子
で
す
。

マ
申
し
込
み
方
法

在
学
の
学
校
長
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

。
詳
し
い
お
間
合
わ
せ
は
、
教
育
委

員
会
庶
務
課
庶
務
係
会
似
七

一一

一
肉
側
三
九
九
ヘ

。

マ
申
込
資
格

マ
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

令
、
職
業
、
屯
話
番
号

（返
信
用

に
も
宛
先
明
記
）
の
う
え
、
九
月

三
十
日
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
・
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は

一
人

一
枚
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、

口
頭
、
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

マ
見
学
コ

l
ス

（予
定
）

後
楽
園
庭
園
伝
通
院
議
問
寺

六

義

国

根

津

神

社

赤

門

麟

祥

院

議

安

寺

な
お
、
今
回
の
コ

l
ス
は

一
部
徒

歩
見
学
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

。
申
し
込
み
と
お
問
い
合
わ
せ
は
、

区
内
在
住
、
在
勤
省

学

生

集

募

は
修
学
が
肉
維
な
こ
と
。

ω都
内
の
高
校
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
こ
と
（
定
時
制
を
含
む
）

凶
同
種
の
奨
学
金
を
他
か
ら
借
り

受
け
て
い
な
い
こ
と

マ
貸
付
額

月
額
四
千
円

※
入
学
祝
金
と
し
て

一
万
円
さ
し

あ
げ
ま
す

． 
一T
m文
京
区
春
日

一
i
十
六

l
二
十

一
社
会
教
育
課
文
化
係

g
m
七

一一

一
向
W
四

一一

へ
。

区

内

施見
学 ーん日又

の.6.. 
3玄

灰
一
で
は
、
パ
ス
に
よ
る
医
内
の
仲
施

設
見
学
会
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

マ
日
時
九
月
三
十
円
附

午
前
九
時
区
民
セ
ン
タ
ー
前
集
合

午
後
三
時
区
役
所
前
解
散
予
定

マ
見
学
場
所

区
民
セ
ン
タ
ー
総
合
体
育
館

鴎
外
記
念
本
郷
図
作
品
目
館
西
原
寿

会
館
千
石
保
育
園
（
児
童
館
併

設
）

大
塚
公
益
質
屋
教
育
セ

． 
（プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ウ
ム
見

学
予
定
）

マ
申
込
み
方
法

九
川
二
卜
三
日
制
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
年
令
、
職
業
、
電
話
昏
号
を

明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電

話
で
広
報
課
公
聴
係

g
m
七

一一

一
向
凶
二
二
四
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
定
員

二
十
三
名

（申
込
み
多
数

の
と
き
は
抽
せ
ん
に
よ
り
決
定
）

参
加
決
定
者
に
は
係
よ
り
通
知
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
雨
天
の

場
合
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

（昼
食
は
用
意
い
た
し
ま
す
。）

ン
タ
l薬

用

植

物

園

見

学

会

前
回
好
評
で
し
た
都
立
薬
用
植
物

園
の
見
学
会
を
再
び
行
な
い
ま
す
。

マ
日
時
九
月
二
卜
九
日
附

午
前
九
時
区
役
所
前
出
発

午
後
四
時
三
十
分
帰
着

（小
雨
決
行
）

マ
場
所東
京
都
薬
用
植
物
園

小
平
市
中
島
町
七
二
番
地

マ
募
集
人
員

一
O
O名

（定
員
を
こ
え
た
と
き
は
抽
せ
ん
）

※
昼
食
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

’‘ 

。
申
し
込
み
と
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
諜
消
費
経
済
係
含
附
七

一
一
一

向
回
二
七
四
ヘ
電
話
、
ま
た
は
直
接

窓
口
ヘ

。

青

年

館
「ギ
タ
l
教
室
」

区
立
青
年
館
で
は
、
次
の
要
領
で

初
心
者
ギ
タ
l
教
室
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

マ
日
時
卜
月
卜
七
日
川
か
ら
十
－

一

月
五
日
出
ま
で
の
毎
週
日
眼
目

・A組
・
：
午
後
三
時
l
四
時

－
B
組
：
・
午
後
四
時
j
五
時

受
講
者
の
時
間
に
合
わ
せ
て
二
組

に
分
け
ま
す
。

マ
場
所
文
京
区
立
青
年
館

（向
丘
a

一l五
l
七
）

マ
対
象
区
内
在
住
、
在
勤
の
勤
労
青
少
年

マ
定
員
五
十
名

（先
着
順
）

マ
費
用
無
料
。
た
だ
し
、
教
材
質

は
自
己
負
担

（三

O
O
円
程
度
）

マ
申
込
受
付

十
月

一
円
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
直
接
青
年
館
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
午
後
六

時
か
ら
七
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

マ
指
導
ヤ
マ
ハ
音
楽
振
興
会
講
師

。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
立
青
年
館

g
m
七
八

O
一ヘ。
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－
十
月
十
七
日
間

区
立
元
町
小

・
第
五
中
学
校

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
で
す
。

マ
内
容
（
五
種
目
）

・
反
復
横
と
び

・
垂
直
と
び

・
握

力

・
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル

・
急

歩
（全
穏
円
の
所
要
時
間
約

一
時
間
）

マ
対
象
医
内
花
住
の
三
十
才
か
ら

六
十
才
位
ま
で
の
健
康
な
男
女

マ
受
付
当
日
会
場
へ
午
後
二
時
ま

で
に
お
い
で
く
だ
さ
い

※
参
加
者
に
は
テ
ス
ト
の
結
果
記
録

と
参
加
賞
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会

教
育
課
体
育
係
会
仰
ヒ

一
－
一一川
M
W

問
－
五
ヘ

nv
v
 

f
＋
＋
＋
＋
＋
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＋
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＋
＋
＋
＋
＋
＋
4
＋

4
＋
＋
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＋
＋
f
＋
？
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
4
J
 

…

現

花

、

区

役

所

で

は

、

工

事

は

九

月

末

ま

で

か

か

り

ま

一

一
外
装
工
事
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
す
の
で
、
こ
の
間
、
区
役
所
に
ご

…

…
の
た
め
区
校

区

役

所

へ

お

い

で

こ

用
の
方
は

十

一
所
へ
お
い
で

f

L

な
る
べ
く
白

一

引

な

る

方

へ

お

願

い

“

一
に
な
る
医
民

7

家
用
曜
を
さ

い

…
の
方
々
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
け
て
、
他
の
交
通
機
関
を
こ
利
用
く
）

…
し

て

お

り

ま

す

。

だ

さ

る

よ

う

お

引

い

た

し

い

ロ

お
知
ら
せ

壮
年
体
力
テ
ス
ト

医
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
壮
年
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し

ま
す
。体
の
ど
こ
が
弱
く
ど
ん
な
運
動
を

す
れ
ば
よ
い
か
、
今
後
の
体
力
憎
進

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
つ
い
て
の
相
談
も

お
受
け
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
こ
の
テ
ス
ト
を
受
け

た
方
は
、
そ
の
記
録
を
お
持
ち
く
だ

さ
れ
ば
詳
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

マ
円
時

・
場
所

・
卜
月
十
日
町

反
攻
第
一
中
・
第
九
中
山
下
校庁

合
の

‘． 

消

費

生

活

展

本
年
度
第
二
向
の
文
京
区
消
賛
坐

活
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
問
は

暖
房
関
係
を
中
心
に
展
示
や
実
演
を

行
な
う
予
定
で
す
。

皆
さ
ま
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う
え

お
気
粍
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
十
月
七
円
削
か
ら
九
円
川

ま
で
の
由三
日
間

午
前
十
時
！
午
後
間
時

マ
場
所
音
羽
出
張
所
内

な
お
、
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

総
合
体
育
館

温
水
ブ
ー
ル
休
場

文
京
総
合
体
育
館
の
温
水
ブ
ー
ル

は
、
多
く
の
灰
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利

問
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
九
月

二
十
八
日
川
か
ら
十
月

一
日
制
ま
で

の
四
日
間
、
水
の
入
替
え
の
た
め
休

場
し
ま
す
。

水
の
入
替
え
が
終
り
ま
す
と
、
冬

期
の
シ
ー
ズ
ン

（十
月
！
五
月
）
と

な
り
、
午
前
の
部
は
団
体
、
食
切
使
用

と
な
り
ま
す
の
で
、

一
般
の
方
は
午

前
中
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

．‘ 

〈
団
体
貸
切
使
用
〉

・
午
前
十
時
！
十
二
時

〈
個
人
使
用
〉

・
午
後
一
時
！
三
時

・
午
後
三
時
三
十
分
l
五
時
三
十
分

．
午
後
六
時
三
十
分
l
八
時
三
十
分

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ぱ川

町川

映

写

機

講

習

会

マ
日
時

十
月
二
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
毎
週
七
曜
日

午
後
一
時
か
ら
五
時
ま
で

区
立
社
会
教
育
館

（
区
立
二
中
五
階
）

区
内
花
住
、
在
勤
者

五
十
名

（申
込
順
）

h
n
H
巾
ポ
1

マ
場
所

マ
対
象

マ
定
以

マ
受
講
料

マ
申
込
受
付

九
月
二
十
日
か
ら
屯
訴
ま
た
は
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

。
申
し
込
み
と
お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
会
加
七

一

一
一
向
切
四

二一一へ。

． 

小
石
川
図
書
館
の
催
し

－
R

ク
ラ
シ
ッ
ク
新
稽
コ
ン
サ
ー
ト

と

き

九
月
十
七
日
恰

午
後
三
時
三
十
分
か
ら

曲

目

山

ガ

l
シ
ュ
ウ
イ
ン
／
パ

リ
の
ア
メ
リ
カ
人

ωパ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
最
後
の
演
奏
会
よ
り
シ

ュ
ー
ベ
ル
ト
／
楽
興
の
時
ほ
か

脅
ス
テ
レ
オ

・
コ
ン
サ
ー
ト

と

き

九

月

十

七

日

制

開
場
・
午
後
六
時

間
演
・
午
後
六
時
三
十
分

主
題
ロ
マ
ン
派
の
名
曲
ロ

曲
目
川
歌
劇
「
ポ
ェ

l
ム
」
よ

り
①
冷
た
き
手
を
⑦
設
が
名

は
ミ
ミ

ω歌
劇
一
蝶
々
夫
人
」

よ
り
あ
る
時
れ
た
日
に

ω歌

劇
「
ト
ス
カ
」
ハ
イ
ラ
イ
ト

解
説
音
楽
評
論
家
門
馬
直
美
氏

合
第
幻
回
短
編
映
画
を
観
る
会

と

き

九

月

二
十

一
日
以

問
先
の
部

・
午
後
三
時
三
十
分

夜
の
部

・
午
後
六
時
三
十
分

主

題

東

京

映

画

1
東
京
百
年

2
東
京

一
千
百
万

と
こ
ろ
い
ず
れ
も
視
聴
覚
ホ
l
ル

入
場
無
料
H
定
員
一

O
O名

。
定
員
に
な
り
し
だ
い
入
場
を
お
断

り
い
た
し
ま
す
。

4胸
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九
月
十
五
日
敬
老
の
白
か
ら
行
な
わ

れ
た
老
人
福
祉
週
間
の
行
事
の
‘
一
つ
と

し
て
、
九
月
十
四
日
に
区
内
の
最
高
令

者
、
男
女
各
一
名
の
方
を
区
長
が
訪
問

し
て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

区
内
の
最
高
令
者
は
、
女
性
が
千
石

一l
l

一
l
五
の
平
岡
阿
き
さ
ん
（
九
十

八
オ
）
、
男
性
が
本
郷
四
｜
十
四
！
九
の

－
 

竹
林
与
吉
さ
ん

（
九
十
四
オ
）
で
す
。

平
岡
さ
ん
も
竹
林
さ
ん
も
、
ご
家
族

の
方
に
固
ま
れ
て
毎
日
楽
し
く
過
ご
さ

れ
て
い
る
ご
様
子
に
、
区
長
の
顔
も
ほ

こ
ろ
ん
で
お
り
ま
し
た
。

一
写
真
は
、
区
長
の
訪
問
を
う
け
、

一
ご
満
悦
の
平
岡
阿
き
さ
ん

総務部広報課広報係（812)7111（代）文京区春日 1丁目16番21号

い
つ
ま
で
も

お
元
気
で

、－・E・－・”・・・d

編集N o. 571昭和46年9月25日号 （毎月10日・25日発行）



5 7 1号4 6年9月25日

区
で
は
、
成
人
の
日
を
記
念
し
て

新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
る
皆
き
ま
か

ら
成
人
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

社
会
に
対
す
る
希
望
、
生
活
体
験
、

自
覚
、
抱
負
等
を
述
べ
た
作
文
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

マ
テ

l
マ
「
二
十
オ
の
主
張
」

マ

原

稿

四

O
O字
詰
原
稿
用
紙

で
五
枚
程
度
（
た
て
書
き
、
万

年
筆
ま
た
は
ペ
ン
を
使
用
）

原
稿
の
始
め
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
勤

務
先
（
ま
た
は
学
校
名
と
学
年
）

み
ん
な
で
町
を

き
れ
い
に
す
る
週
間

ω月
1
日
j
7
日

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
「
み

ん
な
で
町
を
き
れ
い
に
す
る
週
間
」

で
す
。
こ
の
週
間
を
機
会
に
文
京
区

を
明
る
く
き
れ
い
な
町
に
す
る
た
め

区
民
の
皆
き
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
に
げ
な
く
捨
て
る
タ
バ
コ
の
吸

が
ら
や
紙
く
ず
な
ど
は
、
町
を
よ
ご

す
大
き
な
原
因
に
な
り
ま
す
。

人

． 
原
稿
締
切
り
M
月
幻
日

と
電
話
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
締
切
り
十
月
三
十
一
日
（
当
日

の
消
印
有
効
）

マ
応
募
資
格

昭
和
二
十
六
年
一
月
十
六
日
か
ら

二
十
七
年
一
月
十
五
日
ま
で
に
生

れ
た
区
内
在
住
者
。

マ
応
募
点
数
一
人
一
点

マ
賞
－
優
秀
作
（
男
女
各
一
点
）

・
：
五
千
円
相
当
の
図
書
購
入
券

・
佳
作
（
三
点
）

・：
二
千
円
相
当
の
図
書
購
入
券

一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
町
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
タ
バ
コ
の
吸
が
ら
の
投
げ
す
て
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

・
犬
ふ
ん
の
跡
始
末
は
飼
主
が
き
ち

ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

－
観
光
地
へ
お
出
か
け
の
と
き
は
、

ゴ
ミ
は
必
ず
く
ず
か
ご
に
捨
て
ま

l

レょ、
7
。

・
側
溝
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
、
7
。

・
ゴ
ミ
容
器
は
正
し
く
取
扱
い
ま
し

ト
晶
、
勺
’
。

応
募
者
全
員
に
五
百
円
相
当
の
図
書
の
つ
ど
い
」
の
代
表
と
し
て
発
表
し

購
入
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

て

い

た

だ

く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
応
募
原
稿
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
）
。
送
り
先
と
お
問
い
合
わ
せ
は
、

な
お
、
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
男

一
Tm文
京
区
春
日

一
｜
十
六
｜
二
十

女
各
一
名
の
方
に
、
来
年
の
一
月
十
一
文
京
区
役
所
区
民
部
区
民
課
庶
務

四
日
に
行
な
わ
れ
る
「
文
京
区
成
人
係

g
m七
一
一
一
内
線
二
六
四
へ
。

u－
A
留
品

A
w－－
m
w－
A
W曇
A
w－－
m官
る
－

m
w曇
昼
間
留
品
昼
間
省
吾
且

m
w－
A
v－
A
w－－
m
W曇
am山
轟
昼

m宙
－

A
W
Z
A
W－
A
v－
A
官
－

am官
＆

A
v－－
m
u－
A
w－
A
官
品
昼

m省
吾

amw

’am官
－

amw－－
m官
争
昼

m

住
民
基
本
台
帳
の
実
態
調
査

問
月
1
日
j
H
月
日
日

区
民
の
皆
き
ま
の
居
住
の
実
態
が
が
あ
り
ま
し
た
ら
調
査
員
に
お
申
し

住
民
基
本
台
帳
に
正
し
く
記
録
さ
れ
出
く
だ
さ
い
。
（
調
査
員
は
身
分
証

て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
、
こ
の
明
書
を
携
帯
し
、
調
査
員
の
ワ
ッ
ペ

台
帳
の
記
録
が
正
確
に
た
も
た
れ
る
ン
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。
）

ょ
う
毎
年
、
住
民
基
本
台
帳
の
実
態
な
お
、
調
査
当
日
ご
不
在
の
と
き

調
査
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
は
、
調
査
票
（
は
が
き
）
を
置
い
て

年
は
、
次
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
う
え
異

の
で
、
皆
き
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
動
が
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
に
、
異
動

い

た

し

ま

す

。

が

あ

れ

ば

、

そ

の

こ

と

を

ご

記

入

の

マ

調

査

期

間

う

え

お

手

数

で

も

出

張

所

あ

て

調

査

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
票
を
至
急
お
送
り
く
だ
さ
い
。

マ
調
査
方
法
お
よ
び
調
査
内
容
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
。

出
張
所
の
職
員
が
皆
さ
ま
の
ご
家
方
、
間
借
り
し
て
い
る
方
な
ど
で
留

庭
を
訪
門
し
て
、
次
の
こ
と
が
ら
を
守
を
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
居

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

住

者

の

氏
名
を
管
理
人
、
家
主
さ
ん

付
居
住
の
確
認
（
住
所
、
氏
名
等
）
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
か
、
管
轄
の

口
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の
資
出
張
所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

格

の

有

無

住

民

基

本

台

帳

に

正

し

く

記

録

さ

白
そ
の
他
、
（
住
民
票
記
載
事
項
）
れ
て
お
り
ま
せ
ん
と
内
選
挙
な
ど
住

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
異
動
民
と
し
て
の
権
利
を
得
る
こ
と
が
で

・ー

． 

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
住
所
、
世
帯

等
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
十
四

日
以
内
に
必
ず
管
轄
の
出
張
所
へ
お

届
け
く
だ
さ
い
。

。
実
態
調
査
、
住
民
基
本
台
帳
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
戸
籍

課
住
民
台
帳
係

g
m七
一
一
一
内
回

二
八
一
ま
た
は
出
張
所
へ
。

重
度
の
肢
体
不
自
由
者
へ

浴
場
・
便
所
な
ど
の

設
備
改
善

区
で
は
、
満
六
オ
以
上
の
重
度
肢

体
不
自
由
者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

（
下
肢
、
体
幹
一

・
二
級
）
を
お
持

ち
の
方
に
、
浴
糟
や
浴
場
用
湯
沸
器

便
器
な
ど
を
さ
し
あ
げ
た
り
、
こ
れ

ら
の
設
備
改
善
の
援
助
を
し
て
お
り

ま
す
（
た
だ
し
、
所
得
税
額
に
応
じ

て
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
）

。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
事
務
所

信
仰
七

一
一
一
向
回

三
五
五
ヘ
。

10月1日は法の日

手と手で築〈

よい社会”

“法まもる． 
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本
郷
保
健
所
で
は
、
つ
ぎ
の
日
程

で
無
料
の
住
民
検
診
を
行
な
い
ま
す
。

診
査
内
容
は
X
線
間
接
撮
影
で
、

三
十
才
以
上
の
方
に
は
血
庄
測
定
と

尿
検
査
も
行
な
い
ま
す
。

.1‘ 
’， -

a

，．
 

親
族

一
人
の
二
人
家
族
の
場
合
、

税
込
年
収
四
十
三
万

一
千
九
百
九

十
円
以
下
の
場
合

0
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

O
同
居
親
族
の
あ
る
こ
と
（
内
縁
関

係
に
あ
る
者
は
含
む
が
、
婚
約
者

は
除
く
）

マ
募
集
登
録
一
七
五
O
名

マ
募
集
住
宅

新
規
住
宅
と
あ
き
家
住
宅

マ
申
込
用
紙
交
付
期
間

九
月
三
十
日
附
i
十
月
六
日
附

午
前
九
時
i
午
後
五
時

（
た
だ
し
土
曜
日
は
午
前
中
）

マ
申
込
用
紙
交
付
場
所

区
役
所
別
館
一
階
建
築
課
窓
口

。
・
お
問
い
合
わ
せ
は

建
築
諜
事
務
係

g
m
七

一
一
一
向
刷

三
七
五
ヘ
。

X
線
間
接
撮
影
は
着
衣
の
ま
ま
で

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
衣
類
に
ボ
タ

ン
や
金
具
類
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と

血
庄
を
測
定
す
る
方
は
、
腕
の
き

っ
く
な
い
服
装
が
便
利
で
す
。

IO 
月

5 4 1 
日日日
ω伺）幽
駒

本

小

学

校

根

津

小

学

校

文
京
区
医
師
会
館

II II 

新
し
い
電
話
機
の

展
示
と
ご
相
談

小
石
川
電
話
局
で
は
、
電
話
機
を

よ
り
便
利
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
新
し
い
電
話
機
の
展
示
、
実

演
と
、
電
話
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を

十
月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間

区
役
所

一
階
ロ
ビ
ー
で
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
行
な
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〈〉
展
示
品
目

・
ホ
l
ム
テ
レ
ホ
ン

住
宅
や
商
店
向
き
の
ボ
タ
ン
電
話

で
、
今
あ
る
電
話
一
本
を
四
台
ま
で

必
要
な
場
所
に
ふ
や
し
、
ど
の
電
話

機
か
ら
で
も
発
信
・
受
信
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ホ

l
ン
と
し

て
も
使
用
で
き
ま
す
。

~ ....一日一一 IO
午” H ,, ,, " H 月

後： 2221 13 12 11 8 7 
1 日日日日日日日
時樹附附ω伺）働側
30 
分
か
ら
3 
時
ま
で

誠

之

小

学

校

真

砂

小

学

校

元

町

小

学

校

湯

島

小

学

校

富
士
神
社
境
内

本

郷

保

健

所

II 

． ・
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

ダ
イ
ヤ
ル
が
押
し
ボ
タ
ン
式
に
な

っ
て
お
り
、
ボ
タ
ン
三
回
押
す
だ
け

で
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
卓
上
計

算
機
の
よ
う
に
計
算
も
で
き
、
コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
電
話

機
で
す
0

・
押
し
ボ
タ
ン
ダ
イ
ヤ
ル
方
式
の

ボ
タ
ン
電
話
機

今
ま
で
の
ポ
タ
ン
電
話
の
回
転
ダ

イ
ヤ
ル
を
押
し
ボ
タ
ン
方
式
に
し
た

も
の
で
、
全
部
の
電
話
機
が
「
プ
ッ

シ
ュ
ホ
ン
」
の
機
能
を
も
っ
て
い
ま

す
。
・
通
話
中
着
信
サ
ー
ビ
ス

A
さ
ん
と
お
話
し
中
に
B
さ
ん
か

ら
か
か
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
、

A
き
ん
を
待
た
し
て
お
き
B
き
ん
と

お
話
し
が
で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
小
石
川
電
話

局
倉
山
五

0
0
0
へ。

都
パ
ス
・
都
電

無
料
乗
車
券
の

書
替、

交
付

身
体
障
害
者

（一

i
四
級
）
、
精

神
薄
弱
者

（一

i
三
度
）
、
戦
傷
病

者
、
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
、
児

童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
、
生
活
保
護

． 

世
帯
な
ど
に
交
付
さ
れ
て
い
る
無
料

乗
車
券
（
九
月
三
十
日
ま
で
有
効
）

の
書
き
替
え
と
新
規
交
付
を
九
月
二

十
五
日
か
ら
行
な
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
印
鑑
、
手
帳
ま

た
は
証
書
、
写
真
（
三
×
四
倒
）
一

枚
、
お
よ
び
現
在
使
用
し
て
い
る
方

は
無
料
乗
車
券
を
お
持
ち
に
な
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

。
申
請
場
所
と
お
間
合
わ
せ
は
、

福
祉
事
務
所

g
m七
一
一
一
向
剛
三

五

一へ

み
ん
な
で
赤
い
羽
根
を

＠
糧
、
共
同
募
金

今
年
も
「
国
民
総
た
す
け
あ
い
」

運
動
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

が
十
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
、
全
国

的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
共
同
募
金
は
、
身
よ
り
の
な

い
こ
ど
も
や
お
と
し
よ
り
、
か
ら
だ

の
不
自
由
な
人
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
な
ど
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め

に
暖
い
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
て
世
の

中
を
明
る
く
、
し
あ
わ
せ
な
社
会
に

育
て
る
た
め
の
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
を
持
ち
よ
っ
て
、

こ
の
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

3 
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十
月
二
十
二
日

i
十
二
月

一

一
日
（
毎
週
水

・
金
曜
日
）

午
前
十
時
i
十
二
時

日
本
女
子
大
、
お
よ
び
社

会
教
育
館

マ
対
象
区
内
在
住
の
婦
人

マ

定

員

八

O
名
（
申
込
順
）

マ
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
婦
人
の

生
活
設
計
」

マ

受

講

料

無

料

マ
申
し
込
み
受
付

w

’am
宙曇昼m
宙曇昼m
官曇昼m咽
6
A

官・爪宙
畠am
曹曇am
官曇昼m
vφ

－m官骨am
官6A
v
－－m
w
－－m
w
－A
w
－－m
v
－am
w＆
am
Hる
A
w
－－m
w
－am
V
＋爪
凶暴風W
6A
w
－－m
US
Aw

－爪w
－A
U＆
A
w
－－m

お
知
ら
せ

消
費
生
活
展

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
暖
ぽ
器
具
を
中
心
に
展
示
や

相
談
、
消
費
者
の
会
の
即
売
会
を
行

な
い
ま
す
。

マ
日
時
十
月
七
日
榊
i
九
日
同

．

午
前
十
時
j
午
後
四
時

音
羽
出
張
所
前
庭

マ
場
所

マ
内
谷

〈
展
示
と
実
演
〉

・
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
電
気
器
具

の
修
理
の
し
か
た
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

の
正
し
い
取
扱
い
方
法
（
耐
震
消

化
装
置
付
石
油
ス
ト
ー
ブ
も
展
示

す
る
予
定
で
す
）

出
張
所
改
修
工
事

工
事
期
間
延
長

区
で
は
、
現
在
、
出
張
所
の
改
修

工
事
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
工

事
の
都
合
で
工
期
が
約
一
ヵ
月
間
延

長
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
め
、

~ 

・
消
火
器
の
使
い
方

〈
相

談

〉

・
暖．

ω器
具
に
つ
い
て
の
相
談

・
買
物
相
談

・
栄
養
相
談

。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
課
消
費

経
済
係

g
m七
一
一
一

内
線
二
七
四

へ。

婦
人
大
学
講
座

マ
日
時

マ
場
所

く〉ご 舘出
大汐礎工了の張
塚見川事承使所
H~ tH出中く用に
張張張のだも併
所所所出さ中設
｝｝〕張い止さ
十十所。いれ
二ーと たて
月月期 しい
末末問 まる
日日 す区
まま の立
でで で会

・－
．‘ 
a

・

十月五日から電話で

。申し込みとお問い合わせは、

社会教育課社会教育係gm七一
一一向凶四一三ヘ。

12 11 10 月
． ． 
1 24 19 17 12 10 5 29 27 22 

同dヤj()ヒ国制dピ尚ヤ時 3時対何dヒ訪 日

生 婦 2ま 女 争d
II 
i庄
II 
人
II 

{- II 人 内
教 σ3 ’iJ・ 

，， 
教 σ3 

ff 社 価方 ff 
r・－． セ’ 事， ゼ ~ ゼ と ゼ グ〉 ~司l 

4・
、、。リ 婦 11i. ゼ、 、 、

ナ え ナ 活 ナ 人 ナ 史 、
｜る ｜働 ｜労 ナ ，合>'<-

Jレ jレ ／レ 1拘 ／レ
jレ

総
合
体
育
館

体
育
の
日
無
料
公
開

〈
公
開
穐
目
〉

・
卓

球

午

前

九

時

三
十

・
パ
ド
ミ
ン
t

分
i
午
後
四
時

・
柔

道

三
十
分

・
剣

道

・
和

弓

午

前

九

時

三
十
分
i
十

二
時
三
十
分

・
洋

弓

午

後

一

時

三

十

分

i
四

時
三
十
分

｛
①
午
前
十
時
j
十
二
時

・
プ

l
ル
一
②
午
後

一
時
i
一一一時

一
③
午
後
三
時
三
十
分
i

F

五
時
三
十
分

※
各
種
目
と
も
、
総
合
体
育
館
の
指

導
員
が
指
導
い
た
し
ま
す
。

』，
．

行
政
相
談
週
間

叩
月
刊
日
j
同
日

行
政
管
理
庁
で
は
、
行
政
に
関
す

る
苦
情
の
解
決
を
促
進
す
る
た
め
、

「
行
政
相
談
制
度
」
を
設
け
て
お
り
ま

す
が
、
こ
と
し
も
十
月
十
日

i
十
六

日
ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し

全
国
い
っ
せ
い
に
各
純
の
行
事
を
行

な
い
ま
す
。
区
内
で
も
期
間
中
次
の

よ
う
に
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

マ
区
内
の
行
政
相
談

－
十
月
十
日
制
は
、
区
の
行
政
相
談

委
員
が
各
自
宅
で
皆
さ
ん
の
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

－
十
月
十
一
日
開
i
十
六
日
凶

区
役
所
本
館
一
階
の
「
区
民
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
で
相
談
を
お
受
け
い
た

し
ま
す
。
時
間
は
、
十

一
日
か
ら
十

四
日
ま
で
が
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま

で
、
十
五
日
と
十
六
日
が
午
前
九
時

か
ら
十
二
時
ま
で
で
す
。

〈
文
京
区
の
行
政
相
談
委
員
〉

菜

本

俊

道

大

塚

五

l
－
一1
1
一
O

大
町
久
世
自
白
台
一
千
二
二
1

一
七

青
木
勝
治
本
郷
六
l

一
三
ー
一

七

な
お
、
十
五
日
働
午
後

一
時
か
ら

三
時
半
ま
で
、
区
民
セ
ン
タ
ー
で
区

内
各
界
の
代
表
者
と
の
行
政
相
談
悠

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

． 

図の
書催

合
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
新
譜
コ
ン
サ
ー
ト

と

き

ト

月

一

u俗

午
後
一
二
時
二
卜
分
か
ら

曲

目

ω大
陸
の
夜
明
け

ω海
辺

ωパ
l
プ
ラ

・
ス
ト
ラ
イ

ザ
ン
ド
、
ほ
か
。

合
第

ω凶
優
秀
映
画
を
観
る
会

と

き

十

月

八

日

働

開
場
H
午
後
六
時

主

題

開

演

H
午
後
六
時
二

fr分

作
家
研
究
「
今
井
正
小
川
」

映

画

現

代

プ

ロ

作

品
「
真
川
立
の
暗
黒
」

出

泌

左

幸

f
、
内
藤
武
敏
、

草
薙
幸
二
郎

ほ

か

解

説

映

両

評

論

家

岩

崎

利

氏

入
場
無
料
H
定
貝
一

O
O名

鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館

肯
レ
コ
ー
ド

・
コ
ン
サ
ー
ト

J
フ
テ
ン
音
楽
特
集
。

と

き

九

月

二
十
九
日
同

午
後
六
時
か
ら

曲

目

黒

い

天

使

あ

る

恋

の

物

議

ア

ド

i
ロ

ほ

か

解

説

音

楽

評

論

家

永

田

文

夫

氏

。
入
場
無
料
H
定
員
八

O
名

． 

4 
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l く交通安全運動特集〉｜ふっぶ

• 

4・

． 

。
ヒ
ヤ
l
ッ
と
し
た

あ
の
・闘圃・・圃．

瞬
を
忘
れ
る
な
。

日～ 10月6月27日9 

． 

今
年
の
秋
の
交
通
安
全
運
動
は
、
歩
行
者
事
故
と
く
に

こ
ど
も
と
お
と
し
よ
り
の
事
故
防
止
、
飲
酒
遥
転
の
絶
滅

な
ど
を
重
点
に
、
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
全

国

一
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

今
年
半
年
聞
の
区
内
の
交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
万

は
同
人
、
け
が
を
さ
れ
た
万
は
八
三
三
人

（恒
似
六

O
人

軽
傷
七
七
三
人
）
で
前
年
同
期
に
比
較
し
ま
す
と
、
け
が

を
さ
れ
た
方
は

三

二

人

（重
似
二
O
人
、
軽
傷

一
O
一

人
）
の
減
少
を
凡
ま
し
た
が
、
亡
く
な
ら
れ
た
む
は

一
人

ふ
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
が
放
の
内
谷
を
は
ま
す
と
、
全
化
似
醤
の

約
下
数
が
歩
行
者
で
、
そ
の
う
ち
こ
ど
も
と
お
と
し
よ
り

が
道
路
を
償
断
中
に
事
故
に
あ

っ
て
い
る
の
が
目
立

っ
て

い
ま
す
り

交
通
事
故
を
な
く
し
位
以
で
明
る
い
文
京
区
に
す
る
た

め、

一
人

一
人
が
次
の
こ
と
を
守
リ
ま
し
ょ
う

〈〉
歩
行
者
の
方
は

・
道
路
を
償
断
す
る
と
き
は
、
必
ら
ず
償
断
歩
道
や
、

歩
道
僑
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
へ
の
と
び
出
し
ゃ
斜
め
償
断
は
絶
対
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈〉
車
を
運
転
す
る
方
は

・
消
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
半
を
逆
転
す
る
こ
と
は
や
め

キ
ナ
し
ょ
・
7
。

・
安
全
な
卓
間
距
離
と
速
度
を
守
り
、
わ
き
み
逆
転
や

割
込
み
逆
転
は
や
め
ま
し
ょ
、
ヮ
。

・
車
両
の
安
全
献
血
備
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

〈〉
道
路
の
正
し
い
使
用

・
泌
法
駐
巾
お
よ
び
道
路
の
不
正
使
用
を
や
め
ま
し
ょ

－つ
。

・
学
校
、
学
閣
の
周
辺
で
の
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
臼

1 
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、ち’

、ーー

10 ど
交月も
σ〉

通 2 交
事日通

故は 事

かニ故
らど を
防

守も ...._,, 
＼ーー

るをつ
日

文
京
区
内
で
発
生
し
た
今
年
一
月

か
ら
八
月
ま
で
の
こ
ど
も
の
交
通
事

故
は

一
二
六
件
で
、
幼
児
じ
二
件
（
化

者
O
、
市
似
ヒ
名
、
経
似
六
八
名
）
、

小
学
生
五
四
件

（
死
者
O
、
屯
似
六

名
、
軽
似
五
一
名
）
と
な
っ
て
お
り

ま
すこ
ど
も
の
事
故
は
こ
ん
な
原
凶

．
急
に
道
路
に
と
び
だ
し
て・・
・
・
四
七
名

・
横
断
す
る
際
の
不
注
怠：：・
二一一
名

・
自
転
者
来
卓
中

不
注
立

－
E

L

ハ
名

・
幼
児
の
ひ
と
り

止
少
気
C

：
一
二
名

・
道
路
で
遊
ん
で

い
て
：：：
五
名

．
そ
の
他・・：
三
O
名

と
び
だ
し
は
幼

児
と
小
学
校
め
低

学
年
に
多
く
、
自

転
車
に
乗
っ
て
本

放
に
が
～
つ
の
は
、

小
学
校
の

k
級
生

に
多
く
な
っ
て
お

り
ま
待

や
す
ぐ
う
し
ろ
を
横
ぎ
っ
て
起
っ
た

も
の
が
紋
も
多
く
、
次
い
で
、
償
断

し
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
の
備
断
、

斜
め
俄
断
な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す

こ
ど
も
に
は

実
際
に
教
え
ま
し
ょ
う

事
故
を
起
し
た
場
所
で
、
よ
く
保

護
者
が

「事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
に

言
い
聞
か
せ
て
い
る
ん
で
す
が
：
・」

と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
き
ま
す
が
、

こ
ど
も
に
対
し
て
は
、
実
際
の
場
所

で
教
え
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
効
果
が

あ
り
ま
す

た
と
え
ば
：

検
断
す
る
と
き
は
一
れ
の
い恥
が
止

ま
っ
て
も
、
そ
の
後
ろ
か
ら
走

ゥ
て

く
る
卓
か
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か

ら
ほ
か
の
車
に
も
沌
怠
す
る
よ
う
教

え
ま
し
ょ
う
a

ま
た
、
横
断
歩
道
で

横
断
す
る
人
が
あ
る
と
き
、
卓
は
止

ま
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

単
は
急
に
止
ま
れ
ま
せ
ん
か
ら
、

償

断
歩
道
で
あ

っ
て
も
い
き
な
り
と
び

だ
す
の
は
危
険
で
あ
る
こ
と
を
教
、
ぇ

念
A
F

－－｝よ‘っ
。

近
く
で
こ
ん
な
事
故
が

今
年
の
八
月
十
八

U
年
後
－
一
時
四
．

十
分
頃
、
小
石
川
乃
幅
十
一
メ
ー
ト

ル
の
道
路
を
、
小
学
二
年
生
の
男
の

子
が
償
断
し
て
、
信
号
待
ち
乃
た
め
a

’
酒
を
飲
ん
で
車
を
巡
転
し
で
は
な

ら
を
い
こ
と
や
、
酔
っ
ぱ
ら
い
逆
転

に
よ
る
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き
は
、

だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
酒
を
飲
ん
で
運
転
を
し

た
た
め
に
交
通
事
故
を
起
す
人
は
後

を
た
ち
ま
せ
ん

飲ませるな」
「飲んだら乗るな
乗るなら飲むな

で
す
。
ま
た
、

ん
fニ
｝ミ

寸
違

飲
酒
巡
転
に
よ

リ
・
ハ
弘
通
事
故
を
起

し
た
人
の
ほ
と
ん

ど
の
万
は
、

日以初

か
ら
消
を
飲
ん
で

車
を
逆
転
し
よ
う

な
ど
と
は
与
え
て

い
な
い
は
ず
で
す

初
め
は
、
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
だ
け
と

か、

一
杯
た
け
、

が
、
ウ
い
に
は
戊

を
こ
し
て
し
ま
い

巡
松
を
し
て
下
放

を
起
す
と
い
う
結

果
に
な
る
の

で
す
ふ

j去

，駐

車

酒
を
飲
む
と
、
ど
ん
な
人
で
も
正

常
な
逆
転
が
で
き
な
く
な
り
、
交
通

事
故
を
起
す
原
因
と
な
る
か
ら
で
す
。

H
H

…酒
は
す
す
め
な
い
か
・

市平
を
逆
転
す
る
人
に
、
飲
食
店
の

万
や
家
庭
の
’
奥
さ
ん
、
ま
た
は
、
友

達

同

ぶ

が

ち

ょ

っ
と

一
林
た
け
」

な
ど
と
い

っ
て
、
．
渦
を
飲
ま
す
こ
と

は
、
消
酔
い
い
辿
転
を
す
す
め
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
一
必
転
を
し
た
人
と

同
じ
よ
う
に
出
せ
ら
れ
ま
す
も
ま
た

安
全
巡
転
管
担
者
や
淫
行
管
用
者
か

そ
の
所
属
の
巡
転
者
か
消
を
飲
ん
て

い
る
こ
と
を
ぷ
知
で
逆
転
を
さ
せ
た

り
、
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
逆
転
を
さ

せ
る
こ
と
も
訪
せ
ら
れ
ま
す
3

H
H

一事
故
を
起
し
た

運
転
者
を
公
表
H
H

…

こ
の
安
令
注
動
期
間
中
に
、
梢
酔

い
辺
松
に
よ
リ
交
通
事
此
を
起
し
た

人
は
、
そ
の
泌
転
訴
の
住
所
、
氏
名

を
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で

公
友
す
る
こ
と
に
な

ゥ
て

い
ま
す
。

半
を
巡
ト
私
す
る
む
は
勿
治
で
す
か
、

私
た
ち
み
ん
な
が
お
立
に
注
立
し
A
H

い
、
危
険
な
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

い
、
さ
せ
な
い
よ
う
、
飲
酒
運
転
出

枚
の
た
め
の
一
戸
巡
動
を
す
す
め
、

ば
内
か
ら
飲
消
逆
転
を
な
く
し
ま
し

よ
fJ

を． 

停止するまでの距離

約32’－Ht
"'" 

的お’ーい．
~‘ 

60km •弓・ー，．

50km--

40km句ー－ t'Jl8〆 F

分
頃
、
文
点
区
目
白
台
二
丁
目
、－
M

速
道
路
人
口
付
近
で
、
文
広
広
一
に
住

む

（
N
さ
ん
日
レ
イ
）しか、

湖
に
酔
ゥ

て
松
川
通
呆
川
市
を
逆
転
し
川
宅
途
中

俳
い
の
た
め
目
測
を
ぷ
リ
、
前
む
を

走
っ
て
い
る
乗
用
車
に
追
突
す
る
事

故
を
起
し
、
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
が
発

党
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
あ
わ
て
て
逃

げ
よ
う
と
し
た
た
め
に
後
万
に
対
す

る
安
全
確
認
を
せ
す
、
急
速
に
パ

／’

ク
し
た
た
め
後
続
車
に
追
突
し
逃
げ

た
が
、
い
け
川
迷
道
路
料
金
所
で
マ
ゴ
マ

コ
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

一一

O
待
・通

制
限
に
よ
リ
、
酔
勺
は
ら
い
巡
転
と
事

故
の
山
ん
川
を
な
う
た
例
で
逮
捕
さ
れ

る
引
的
か
あ
り
ま
し
た
． 

2 

－
ほ
ん
の
ち
ょ

っ
と
」
か
、
い
つ

の
間
に
か

「
も
う

一
一
杯
」
と
な
る
の

「
お
れ
は
清
か
強
い

少
し
く
ら
い
飲
ん
で
も
大
丈

な
ど
と
と
ん
で
も
な
い
心
得

沿
い
を
し
て
い
る
わ
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ど
ん
な
に
少
し
で
も
H

桝
を

酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
で
二
重
衝
突
万

飲
ん
だ
ら
巡
転
し
て
は
い
け
な
い

H

htの
よ
う
な
例
が
・

・

こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
ら

去
る
八
月
十
日
午
後
十
一
時
三
十

企－r
・・1

・4・1・’a
－I
・v・－V
－J
－・4
・WA
－－t
’av也
r
・・1
・va－－Fa・r
・－va
－－－
1

・va
－－Fa
・r
・－t
・I
・v
・－vava
－ava
－－a，A
・r
・－，
a－J
－v
・・；－
V

－J
－，a・f
・－1

・ava
－－A
・I
・－－－
1

・7
・・I
・v・－－A
・r
・－I
’ava
－－a・1
・J
－va
－f
・v
・－I
・v
・－r
－EVA
・F・－va
・r
・－v・・4

お
り
ま
す
。
し
か
品
、
駐
車
車
両
は
第

三
者
的
て
は
づ
き
リ
と
統
計
を
と
る
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学
年
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多
く
、
自

転
車
に
来
勺
て
が

故
に
が
う
の
は
、

小
学
校
の
上
級
生

に
多
く
な
っ
て
お

り
ま
七
ゆ

ま
た

横
断
の

不
注
芯
で
起

ゥ
た

事
故
は
、
走

う
て

い
る
卓
の
す
ぐ
前

苦惨
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つ

おとしよりを
交通事故から守ろ

昨
年
郎
内
て
は
、

六
ト
レ
イ
以
上
の
打

か
交
泌
が
般
の
れ
ん
め

に
二

O
川
人
も
亡

く
な
ゥ
て
お
り
ま
す

こ
れ
は
、
他
の

年
令
層
の
約
四
倍

と
い
う
高
い
死
亡

率
で
す
。

そ
の
原
因
の
中

で
、
道
路
横
断
中

の
字
放
し
か
あ
っ
と

う
的
に
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
、

ま
し
ょ
う
。

近
く
で
－
｝
ん
な
事
故
が

今
年
の
八
月
卜
八

H
午
後
二

r
v

十
分
以
、
小
．
h
川
刀
一附
十

一
メ
ー
ト

ル
の
道
路
を
、
小
学
二
年
生
の
男
の

子
が
償
断
し
て
、

ιサ
待
ち
の
た
め
ae

じ
ゅ
ず
つ
な
き
に
な
ゥ
て
停
止
し
て

い
る
卓
の
聞
か
ら
急
に
か
け
だ
し
て

償
断
し
た
た
め
自
動
車
に
は
ね
ら
れ

頒
に
大
け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た

ト
阜
の
か
げ
か
ら
と
ひ
だ
す
こ
と
は

非
常
に
危
険
で
す
，
ま
た
、
市
を
逆

転
し
て
い
る
む
は
、
こ
の
よ
う
な
場

所
で
は
特
に
杭
訟
を
し
て
く
だ
さ
い
。

！τ 

！な一
！ウ ど

！大名
！ま
！す｛

• t,. 

; l; 
；る
？八－

' flのら
！十 よい

' ［：） う運
；午な転
！？灸 例で

； ~： ザ孟
トI~子 j 蕎
i三 突
；卜．グ

しうめまこ ら く〉数こ三ぉ ；
てこ ＊た ろ坑で交そはと 将り j
いとが、でイl：す .iillの更は （（Jま i
るが j凶 ·~~火、 。の 第に l付です ！
！瓜で JL j凶 .i11l[ ｝（~ ~ f,乙三多哲Ifは，0 t 
Ji（きなりカ4・｜付 t Lはいで っ と ；
をすかでむその を；とあき ~J f 
見に 勺 は ~·：ii j立 阻 j 忠、るリ ・二；
るトた民主し路 ヨ子 わたと店主 ！
こラリ IILての し れめ統車 ？
とブ、 !Ifおい て ま、計車 ；
がルす ilf1j りた い すそを両 i
あをれのまる る のとは l
リ起 j!Jlたすと か 実る第 ！

ユ星

車

法

，駐
追

放

な
ぜ
駐
車
違
反
は
山
一
政
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か

〈
〉
そ
の
第
一
は

郎
内
の
白
動
ぃ
山
十
台
数
は
約

｛〉

こ
の
ほ
か
に
も
円
転
車
に
来
勺
た

幼
隊
問
児
の
男
の
子
が
、
問

ッ
比
で

一
時
停
止
を
し
な
い
で
と
ひ
た
し
た

た
め
、
進
行
中
の
自
動
市
の
備
に
衝

突
し
て
転
倒
し
、
顔
や
足
な
ど
に
大

け
が
を
し
た
事
故
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
特
に
注
立

す
る
よ
う
教
、
え
ま
し
ょ
う
J

今
年
の
問
バ
ト
札
日
午
後
十
一
時

三
卜
八
分
．
削
、
以
一
内
の
ん
ハ
十
九
止
に

な
る
お
ば
あ
さ
ん
か
、
銭
湯
の
川
リ

に
カ

l
ド
レ
ー
ル
の
切
間
か
ら
陥
断

し
よ
う
と
し
て
駐
半
中
の
山
動
中
の

か
け
か
ら
事
道
に
出
た
と
こ
ろ
を
、

右
の
方
か
ら
走
っ
て
き
た
小
型
ト
ラ

ッ
ク
に
跳
ね
ら
れ
、
す
ぐ
病
院
に
収

容
さ
れ
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
三
十
分

位
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た

こ
の
事
故
現
場
で
は
、
昨
年
八
月

の
夜
に
も
五
十
四
才
の
お
ば
あ
さ
ん

が
オ
ー
ト
バ
イ
に
跳
ね
ら
れ
亡
く
な

勺
て
お
り
ま
す
。

そ
ニ
で
作
祭
で
は
い
γ
J
機
の
あ
る
償

断
少
道
を
作
っ
た
の
で
す
か
、
ま
た
悲

し
い
が
的
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た

お
と
し
よ
り
の
万
は
、
次
の
こ
と

を
守

ノ
て
く
だ
さ
い
q

O
償
断
は
少
し
位
組
リ
道
で
も
信
号

機
の
あ
る
横
断
歩
道
を
渡
る

O
償
断
禁
止
場
所
で
は
絶
対
に
横
断

し
な
い

O
曲
リ
角
や
見
と
お
し
の
悪
い
所
で

は
織
断
し
な
い

O
卓
の
か
げ
か
ら
横
断
し
な
い

。
交
通
の
激
し
い
道
路
で
は
な
る
べ

く
自
転
車
に
来
ら
な
い

を． 
し

つ

し

よ

宇品

万
台
と
な
リ
、

ま
た
、

保
宮
山
場
所
も

駐
ぃ
車
場
所
も
な
い
ま
ま
に
依
然
と
し

て
年
間
約
－
一
。
万
台
づ
っ

m加
し
、

こ
の
ま
ま
枚
ウ
て
お
く
と
近
い
将
来

郎
内
の
迅
路
は
自
動
市
で
埋
ま
り
、

助
主
か
と
れ
な
く
な
う
て
し
ま
い
ま

す
a

。
そ
の
第
二
は
・

駐
卜
車
中
州
か
交
通
事
故
の
原
凶
に

な
ゥ
て
い
る
か
ら
で
す
。

昨
年
度
中
で
、
違
法
駐
車
が
事
政

に
影
響
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
も

の
は
全
事
故
の
約
九
%
に
も
述
し
て

お
と
し
よ
り
の

交
通
事
故
原
凶
と
件
数

4% 8人

そ
の
他

4 
人

2 
α， 
"() 

同

，ト
h
d
L
H
Y－お
も
と
ヰ

仏
似
の
申
告
を
な
っ
た
間
て
逮
怖
さ
れ

お
挙
，

t
t
’
c
h－

る
が
欣
が
あ
リ
ま
し
た
． 

ま
す

山肌

T
t
u
r
こ
ま
、

4
t
a
d－
r
l

，z，，，． 

交
通
に
関
す
る
い

ノ
、
一
、
ノ
．

ι
一

Y

L

Y
大
d

一
一
O
番
か
入
り
ま
す
が

そ
の
う
ち
じ
七
%
が
駐
車
の
取
締
り

を
望
む
も
の
で
、

い
か
に
皆
さ
ん
が

駐
市
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
か
か
う
か

か
わ
れ
ま
す

〈
〉
そ
の
筋
肉
は
・：・

虻
市
十
ド
向
．
r
刈
ぷ
巴

r－』リ
j
き

l
H
－；
I
I
，？

1
4’
4
3
l正
1
Hさ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
c

紋
辺
、

次
川
知
市
一
向
を
利
用
し
た
凶

悪
犯
罪
が
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
駐
卓
中
に
盗
ま

れ
た
ホ
で
す
戸

以
上
の
よ
う
に
、

炎
際
に
駐
車
で

迷
必
を
受
け
る
の
は
地
厄
の
皆
さ
れ

で
す
。

め
、
述
法
駐
車
の
緋
除
に
ご
協
力
く

円
分
注
の
町
を
良
く
す
る
た

だ
さ
い

3 
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調べる。

マ常に車線を守って走る

左側車線を走り、他の車線に

は、やむを得ない場合のほかは

絶対に進入しない。

マ一時停止を完全に

自転卓や一一輪卓を逆転する万

の中には、交通規則を軽視する

のが多く比受けられます。

一時停止をしないと人身事故

の直後の原閃となります。

マ二輪車に乗るときは、必ずヘ

ルメットを

ヘルメットを着用しないと

ちょっとした交通事故でも、頭

部を打勺て大きな事故となりま

す。

※本年六月二日道路交通法の改

正により、ヘルメットの治用

.~I 
な

輪
車そ
と〉
自フ
転
車
の

事故

.I.I 

今
年
の
一
月
か
ら
八
月
ま
で
に
区

内
で
起
き
た
二
輪
山
下
・
向
転
車
の
交

通
事
故
は
二
二
六
件
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
人
身
事
故
の
こ
いハハ
1

セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
向
い
事
故
中
を

占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
二
輪
車

・
自
転
車
に

と危いミ
ニ人乗りはやめよう交通災害共済

よ
る
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

マ
二
輪
車
や
自
転
車
に
乗
る
と
き
は

体
力
、
技
量
に
合
っ
た
車
に
乗
る

こ
ど
も
が
お
と
な
用
の
自
転
半
に

乗
っ
た
り
、
山
地
転
技
術
の
未
熟
な
者

が
排
気
量
の
大
き
な
二
輪
車
に
乗
る

こ
と
は
走
行
に
安
定
を
失
な
い
非
常

に
危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
車
は
常
に
手
入
れ
し
て
整
備
さ
れ

た
も
の
に
乗
り
ま
し
ょ
う

ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
な
ど
を
よ

く
点
検
し
、
特
に
二
輪
事
は
オ
イ
ル

も
れ
や
タ
イ
ヤ
の
摩
滅
な
ど
を
よ
く

.敏からあなたを守る

砂資格 23区内に住所のある方は、年令

に関係なくどなたでも 1人1口に限り

加入できます。

,. 
惨手続 区役所または出張所に備え付け

の自動発行機に、掛金300円を入れて

必要事項を記入していただくだけです

なお、町会 ・事業所等の一括加入もで

きます。

’p期間 1年間 （加入した自の時刻から
翌年の同日同時刻まで）

次
σ〉

惨事故 自動車、電車、飛行機、船など

人身事故いっさいをふくみます。また

国内、国外を問いません。

砂繍償 死亡＝60万、その他各傷害の程

度に応じて30万～2千円までの見舞金

か支払われます。

’‘ 

I見舞金の必要書類①加入証②季五、

飲証明③診断書④住民票③加

入者の遺族が受ける場合は加入者

1との関係を証する書類⑥印かん

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
十
二
月

一
日

か
ら
他
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
下
駄
や
サ
ン
ダ
ル
を
は
い
て
車
を

運
転
し
な
い

下
駄
や
サ
ン
ダ
ル
を
は
い
て
い
る

と
、
と
っ
さ
の
危
険
を
避
け
る
こ
と

と
が
で
き
ま
せ
んら

ま
た
充
分
避
け

き
れ
る
状
態
で
あ

っ
て
も
、
大
き
な

事
故
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

や
め
ま
し
ょ
う
。

ニ
翁
車
事
故
に
こ
ん
な
例
が

本
年
六
月
十
三
日
午
後
零
時
頃
、

十
七
オ
の
少
年
が
と
も
だ
ち
か
ら
借

り
た
自
動
二
輪
卓
に
乗
り
、
目
白
通

リ
の
目
白
台
二
丁
目
に
さ
し
か
か

っ

た
と
き
、
前
方
を
走
っ
て
い
る
詐
通

乗
用
事
が
停
車
す
る
た
め
、
左
側
に

進
路
を
変
更
し
て
い
る
の
に
気
が
つ

い
た
が
、
乗

っ
て
い
た
単
に
慣
れ
て

い
な
い
こ
と
と
、
運
転
技
量
を
上
ま

わ
る
大
き
な
排
気
量
の
自
動
二
輪
車

の
た
め
、
と

っ
さ
の
安
全
操
作
が
で

き
ず
前
卓
に
衝
突
、
そ
の
反
動
で
電

柱
に
頭
を
打
ち
つ
け
て
即
死
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

二
輪
事
の
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
安
全
速
度
を
守
る
こ
と
と
自
分

の
運
転
技
n
M
を
過
信
し
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
n

． 

。。。
交事交相 相 場

i談 通故通
談 4 時 区 所

事で時 間 民
無 （ 相区 故お
仁
料は 毎談役 相悩
lE日コ戸斤

談み午．午｜本
ま自ljナ館 を の
で 9 I - 方
） 時内階

献
血
にご
協
力
を

わ
た
く
し
た
ち
の
体
に
は
、
体
重

の
約
古
に
相
当
す
る
血
液
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
血
液
が
、

一
時
に
多
ほ
に

失
な
う
と
、
生
命
の
機
能
が
と
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
失
な
わ
れ
た
血
液
を
補
う
た

め
に
は
輸
血
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
に
は
健
康
な
人
の
血

液
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
い
つ
輸
血
の

必
要
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
緊
急

の
場
合
に
備
え
て
、
輸
血
用
血
液
の

保
存
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
自
発
的
な

献
血
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

H

あ
な
た
の
献
血
が

疎
い
生
命
を
救
い
ま
す
H

． 
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